
閑
、
弓
術
指
南
本
牧
太
一
ら
は
家
屋
倒
壊
の
被
害
を
受
け
た
。
ま
た
、
卒
業
生

な
い
し
在
校
生
で
は
星
川
清
雄
が
入
院
中
の
病
院
が
倒
壊
し
て
死
去
し
た
外
、

神
谷
甚
一
郎
、
福
与
晋
作
が
死
去
、
下
村
観
山
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
が
家
屋

倒
壊
な
い
し
焼
失
の
被
害
を
蒙
っ
た
。
そ
の
た
め
校
友
会
は
常
務
委
員
白
浜

徴
、
鈴
川
信
一
、
足
立
芳
五
郎
の
発
起
に
よ
る
見
舞
金
募
集
を
行
い
、
罹
災
会

員
を
慰
問
し
た
。

な
お
、
本
年
の
年
報
の
「
概
況
」
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
術
史
講
座
の

た
め
に
教
室
の
一
部
を
貸
与
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
数
年
間

に
亙
っ
た
模
様
で
、
隈
元
謙
次
郎
は
当
時
を
振
返
っ
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

[大
〕

私
が
は
じ
め
て
矢
代
〔
幸
雄
〕
先
生
の
風
貌
に
接
し
た
の
は
、
十
正
十
四

年
の
春
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
東
京
美
術
学
校
の
旧
図
書
館
の
北
側
に

あ
っ
た
校
舎
の
入
り
口
で
あ
っ
た
。
鍔
広
の
ス
ペ
イ
ン
の
闘
牛
士
か
修
道
僧

の
か
ぶ
り
そ
う
な
黒
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
小
豆
色
の
革
の
コ
ー
ト
を
着
け
、

右
腕
に
同
じ
色
の
大
き
な
鞄
を
か
か
え
た
若
い
芸
術
家
風
の
先
生
で
あ
る
。

問
も
な
く
、
そ
れ
が
最
近
大
変
な
研
究
業
績
を
挙
げ
て
留
学
か
ら
帰
国
し
た

ば
か
り
の
矢
代
教
授
で
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。
さ
す
が
に
、

美
術
学
校

と
い
う
と
こ
ろ
は
、
日
本
人
ば
な
れ
の
し
た
先
生
が
居
る
と
こ
ろ
だ
な
あ
と

思
い
、
き
わ
め
て
強
い
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

当
時
、
わ
れ
わ
れ
が
入
学
し
た
東
大
は
過
る
十
二
年
の
霊
災
の
た
め
大
被

害
を
受
け
、
有
名
な
八
角
堂
を
は
じ
め
文
学
部
の
研
究
室
や
教
室
も
く
ず
れ

落
ち
て
居
た
。
美
術
史
の
講
義
は
滝
精
一
教
授
も
団
伊
能
助
教
授
も
講
義
と

ス
ラ
イ
ド
を
併
用
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
の
教
室
が
な
か
っ

汽會
ャ ツ・ゞ

｀言捻訳認享、』

「青銹時代」石有像

大
正
十
二
年
四
月
、
本
校
で
は
教
官
、
生
徒
の
希
望
に
よ
り
オ
ー
ギ
ュ
ス

ト
・
ロ
ダ
ン
作
「
青
銅
時
代
」

(L
'A
g
e

d
'A
i
r
a
i
n
.
本
校
文
書
に
お
い
て

は
「
黄
銅
時
代
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
）
の
石
背
像
を
保
管
、
展
示
す
る
こ
と

⑦
 

ニス
ロ
ダ
ン
作

「
青
銅
時
代
」

「
バ
ル
ザ

ッ
ク
」
石
膏
像
の
寄
贈
と
デ
ル
ス

浅
沼
商
会
寄
贈
の
建
物
（
第
二
巻
664
頁
）
は
こ
の
震
災
で
大
破
し
た
。

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
美
校
と
の
相
談
で
、
も
と
同
校
写
真
科
の
あ
っ
た

階
段
教
室
を
借
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
校
舎
に
は
矢
代
先

生
の
研
究
室
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
校
舎
の
一
室
を
研
究
室
と
し
て
借
用
し
、

ま
た
講
義
は
前
述
の
階
段
教
室
で
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
毎
週

何
回
か
本
郷
か
ら
弥
生
町
の
坂
を
く
だ
り
、
逢
初
の
坂
を
の
ぼ
っ
て
上
野
へ

通
っ
た
。
そ
し
て
、
帰
国
早
々
の
矢
代
先
生
の
風
貌
に
接
し
た
わ
け
で
あ

る
。
〔
下
略
。
石
沢
正
男
、
田
沢
坦
ら
も
こ
の
仮
教
室
に
通
っ
た
。
〕

（「矢
代
先
生
を
偲
ぶ
先
生
と
美
術
研
究
所
」
『
日
伊
文
化
研
究
』
第

十
四

号。

昭
和
五
十

一
年
三
月
、
日
伊
協
会
）
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に
な
っ
た
。
「
青
銅
時
代
」
は
一
八
八

0
年
の
サ
ロ
ソ
で
三
等
賞
を
授
与
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
買
上
げ
と
な
っ
た
ロ
ダ
ン
初
期
の
代
表
的
傑
作
で
、
原
型
は
国

立
ロ
ダ
ン
美
術
館
蔵
。

こ
の
石
秤
像
は
大
正
十
一
年
五
月
、
デ
ル
ス
ニ
ス
が
第
一
回
フ
ラ
ン
ス
現
代

美
術
展
に
出
陳
し
た
作
で
、
本
校
が
こ
れ
を
保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

同
展
覧
会
の
た
め
に
正
木
直
彦
校
長
、
黒
田
清
輝
教
授
そ
の
他
本
校
職
員
が
種

々
便
宜
を
図
っ
た
こ
と
へ
の
謝
礼
と
し
て
デ
ル
ス
ニ
ス
が
一
年
間
こ
れ
を
貸
与

す
る
約
束
を
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
早
速
本
校
は
こ
れ
を
文
庫
一
階
に
展
示
し

た
が
、
同
年
九
月
一
日
、
大
地
霙
に
よ
り
不
幸
に
も
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

朝
倉
文
夫
教
授
は
こ
れ
を
聞
く
や
、
余
震
も
止
ま
ぬ
う
ち
に
弟
子
を
二
、

三

人
連
れ
て
駆
け
つ
け
、
三
日
間
修
理
に
当
た
り
、
殆
ん
ど
修
繕
不
可
能
と
見
ら

れ
て
い
た
も
の
を
完
全
に
修
理
し
、
記
念
の
た
め
に
修
理
箇
所
だ
け
を
残
し
て

着
色
し
て
お
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
教
え
子
た
ち
が
朝
倉
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ

た
自
慢
話
の
―
つ
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
し
な
か
っ
た
朝
倉
は
、

ロ
ダ

ン
研
究
の
好
機
と
ば
か
り
全
力
を
あ
げ
て
修
理
に
臨
ん
だ
模
様
で
、
自
著
『
私

の
履
歴
書
』
（
昭
和
三
十―
―一
年
十
二
月

『
日
本
経
済
新
聞
』
連
載
）
に
は
こ
の
修
理

に
よ
っ
て
ロ
ダ
ン
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
十
分
研
究
で
き
た
旨
を
記
し
て
い
る
。

石
背
像
倒
壊
後
、
同
十
四
年
九
月
に
は
デ
ル
ス
ニ
ス
の
斡
旋
に
よ
り
フ
ラ
ソ

ス
政
府
か
ら
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
「
青
銅
時
代
」
が
本
校
に
寄
贈
さ
れ
た
。
本
学
芸

術
資
料
館
中
庭
の
像
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
年
七
月
二
十
九
日
『
時
事
新
報
』
は

〔欠
字
〕

こ
の
像
が
「
原
型
か
ら
直
錨
物
に
し
た
最
も
原
型
に
近
い
タ
ッ
チ
を
持
つ
も

の
」
で
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。

本
校
は
や
は
り
デ
ル
ス
ニ
ス
の
斡
旋
に
よ
り
ロ
ダ
ン
の

「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」

（
一
八
九
七
年
）
の
石
脅
複
製
像
も
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
年
の

案

第
六
回
フ
ラ
ソ
ス
現
代
美
術
展
の
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
本
校
の
収

蔵
品
台
帳
に
は
同
八
年
寄
贈
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
右
展
覧
会
終
了
以
降
本
校

寄
託
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
同
六
年
の
十
周
年
記
念
フ
ラ
ン
ス
美
術
展
覧
会

に
は
本
校
収
蔵
品
と
し
て
「
青
銅
時
代
」
と
と
も
に
出
陳
さ
れ
て
い
る
。
本
学

附
属
図
書
館
前
の
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
は
同
四
十
六
年
に
こ
の
石
脅
像
か
ら
鋳
造

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
朝
倉
が
修
理
し
た
「
青
銅
時
代
」
と
「
バ
ル
ザ

ッ
ク
」
の
石
膏
像
は
現
在
石
腎
室
に
置
か
れ
て
い
る
。

デ
ル
ス
ニ
ス
は
大
正
十
年
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
現
代
美
術

を
わ
が
国
に
精
力
的
に
紹
介
し
た
。
彼
が
も
た
ら
し
た
作
品
の
中
に
は
警
視
庁

の
検
閲
に
よ
り
陳
列
撤
回
と
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
展
覧
会
は
大
い

に
美
術
家
の
関
心
を
引
き
、
観
衆
を
集
め
た
。
そ
の
上
、
デ
ル
ス
ニ
ス
は
上
記

の
よ
う
な
名
作
の
寄
贈
に
も
尽
力
し
、
日
仏
美
術
交
流
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
。
彼
の
業
績
を
知
る
た
め
の
資
料
に
は
フ
ラ
ン
ス
現
代
美
術
展
の
カ
タ
ロ
グ

類
や
『
日
仏
芸
術
』

（東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
本
学
附
属
図
書
館
そ
の
他
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
）
、
黒
田
鵬
心
著
『
巴
里
の
思
出
』
（
鵬
心
選
集
第
九
巻
。
昭
和
一―-
+
-

年
、
趣
味
普
及
会
）
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
は
別
の
資
料
が
本
学
所
蔵
の

記
録
文
書
中
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
今
後
の
研
究
に
資
す
る
。
こ
れ

は
デ
ル
ス
ニ
ス
の
功
績
に
鑑
み
て
東
京
美
術
学
校
が
文
部
大
臣
に
叙
照
の
内
申

（
実
現
し
な
か
っ
た
）
を
行
な
っ
た
際
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

外
國
人
叙
懃
内
申

我
闊
近
代
美
術
ノ
発
達
ハ
佛
闇
西
美
術
二
負
フ
所
甚
ダ
多
シ

ノ
初
期
以
降
美
術
二
関
ス
ル
留
学
生
ハ
専
ラ
佛
蘭
西
二
派
遣
セ
ラ
レ
其
系
統

惟
フ
ニ
明
治
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第 3回仏展関係者

会

前列中央黒田清輝、左デルスニス、右黒田鵬心

後列左より 4人目水谷鉄也、 6人目田辺孝次

（『巴里の思出』より転載）

大正13年6月 於日本美術協

ラ
ザ
リ
キ

ヲ
博
ヘ
タ
ル
者
現
代
美
術
界
ノ
首
脳
部
二
在
リ
テ
斯
道
ヲ
開
発
シ
ッ
、
ア
ル

ニ
依
ル
ナ
ル
可
ッ
然
レ
ド
モ
美
術
ノ
事
タ
ル
ヤ
箪
二
彼
地
二
学
ビ
タ
ル
ノ

ミ
ヲ
以
テ
滴
足
ナ
ル
効
果
ヲ
収
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
必
ズ
ヤ
其
美
術
品
ノ
実

際
ヲ
観
ル
ニ
非
ラ
ザ
レ
バ
真
ヲ
僻
フ
ル
コ
ト
困
難
ナ
リ
、
サ
＞
バ
佛
蘭
西
ニ

学
ブ
モ
ノ
敷
多
シ
ト
雖
モ
其
作
品
ヲ
将
来
ス
ル
コ
ト
ノ
稀
有
ナ
ル
ハ
美
術
数

育
上
遺
憾
ト
セ
シ
所
ナ
リ

此
時
二
方
リ
佛
蘭
西
共
和
畷
人
ヱ
ル
マ
ン
、
デ
ル
ス
ニ
ス
氏
ハ
大
正
十
一
年

初
メ
テ
我
國
二
佛
蘭
西
現
代
美
術
ヲ
多
数
将
来
ッ
テ
其
第
一
回
ノ
展
覧
會
ヲ

開
催
シ
上
下
二
多
大
ノ
感
動
ヲ
典
へ
殊
二
美
術
数
育
上
二
神
益
ス
ル
所
勘
カ

溺
来
昭
和
二
年
二
至
ル
六
年
間
毎
年
其
展
覧
會
ヲ
東
京
二
開
催

シ
時
二
大
阪
二
或
ハ
地
方
ノ
勧
二
依
リ
仙
登
、
札
幌
、
金
澤
、
福
岡
等
ノ
各

地
二
開
催
ッ
タ
ル
ガ
其
毎
年
多
大
ノ
努
カ
ヲ
以
テ
継
績
開
催
シ
来
リ
タ
ル
コ

ト
ハ
座
ナ
ガ
ラ
ニ
シ
テ
佛
関
西
現
代
美
術
ノ
推
移
ヲ
我
園
二
於
テ
知
ル
コ
ト

ヲ
得
ル
ヲ
以
テ
我
図
美
術
稜
展
ノ
上
二
興
ヘ
タ
ル
稗
益
質
二
計
リ
知
ラ
レ
ザ

ル
モ
ノ
ア
リ

又
デ
ル
ス
ニ
ス
氏
ハ
日
本
美
術
教
育
二
益
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
梱
二
東
京
美
術

学
校
二
佛
蘭
西
ノ
巨
匠
「
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、

ロ
ダ
ソ
」
ノ
製
作
ナ
ル
黄
銅
時

代
ノ
銹
造
像
ヲ
寄
贈
シ
次
二
同
ジ
ク
「
ロ
ダ
ン
」
作
中
ノ
代
表
作
タ
ル
文
豪

「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
ノ
石
育
宜
大
像
ヲ
寄
附
シ
更
二
東
京
府
美
術
館
ノ
新
タ
ニ

建
設
サ
ル

、
ヤ
佛
蘭
西
現
存
ノ
大
家
「
ジ
ョ
セ
ー
フ
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
」
作
ノ

「
ダ
ン
ス
」
ノ
浮
彫
大
額
ヲ
寄
贈
ッ
タ
リ

斯
ノ
如
キ
ハ
同
人
ガ
我
図
美
術
ノ
発
達
、

美
術
教
育
ノ
開
発

二
資
ス
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
又
美
術
ヲ
以
テ
日
佛
親
交
ヲ
計
ラ
ソ
ト
ス
ル
ニ
在
ル
ナ
ル
可
シ
此

ノ
不
断

ノ
佛
蘭
西
美
術
ノ
紹
介
ノ
努
カ
ハ
遂
二
佛
蘭
西
政
府
ノ
認
ム
ル
所
ト

ナ
リ
本
年
ハ
従
来
ノ
個
人
事
業
卜
異
ナ
リ
佛
蘭
西
共
和
國
政
府
二
於
テ
多
大

ノ
援
助
ヲ
成
シ
「
ル
ク
サ
ソ
ブ
ー
ル
」
國
立
美
術
館
秘
蔵
ノ
名
画
二
十
＝
―
-
点

ヲ
政
府
出
品
ト
シ
テ
陳
列
シ
佛
蘭
西
装
飾
美
術
家
協
會
ヲ
シ
テ
―
―
―
十
五
室
ノ

「
モ
デ
ル
、
ル
ー
ム
」

ヲ
出
品
セ
シ
メ
或
ハ
佛
蘭
西
文
化
交
換
協
會
又
ハ
佛

蘭
西
海
外
展
覧
會
常
設
委
員
會
ヲ
シ
テ
其
出
品
作
品
ノ
撰
揮
二
営
ラ
シ
メ
タ

ル
結
果
従
来
二
見
ザ
ル
大
規
模
ノ
有
意
義
ナ
ル
大
展
覧
會
ヲ
開
催
ス
ル
ヲ
得

現
二
東
京
府
美
術
館
二
於
テ
美
術
家
、
エ
藝
家
、
建
築
家
二
絶
好
ノ
参
考
資

料
ヲ
供
シ
ッ
、
ア
ル
ガ
「
デ
ル
ス
ニ
ス
」
氏
ハ
佛
蘭
西
共
和
政
府
ノ
依
嘱
ヲ

受
ケ
テ
展
覧
会
ノ
派
遣
員
ト
シ
テ
此
事
ヲ
鞍
掌
シ
ッ
、
ア
リ

思
フ
ニ
「
デ
ル
ス
ニ
ス
」
氏
ハ
此
ノ
佛
蘭
西
美
術
ヲ
将
来
シ
テ
我
醗
ノ
文
化
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一
九
二

0
年
支
那
の
興
業
銀
行
に
入
り
、
再
び
東
洋
に
来
り
其
際
始
め
て
日

本
に
旅
し
三
週
問
滞
在
せ
り
。
銀
行
閉
鎖
後
日
本
の
穏
雅
典
麗
な
る
人
情
と

自
然
と
に
感
激
し
、
又
一
方
佛
蘭
西
文
化
の
日
本
に
於
け
る
影
響
の
多
大
な

る
を
見
、
最
も
正
し
く
佛
蘭
西
文
化
を
日
本
に
紹
介
し
且
つ
日
佛
親
善
の
為

め
佛
蘭
西
美
術
展
覧
會
の
開
催
を
企
て
一
九
二

二
年
始
め
て
佛
蘭
西
現
代
美

術
展
覧
會
を
東
京
及
大
阪
に
開
催
し
雨
来
毎
年
之
れ
を
開
催
せ
り
。

り゚ エ
ル
マ
ン

・
デ
ル
ス
ニ
ス
は
一
八
八
二
年
佛
蘭
西
人
と
し
て
瑞
西
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
市
に
生
る
。
父
は
医
師
を
業
と
す
。
デ
ル
ス
ニ
ス
は
籍
画
、
彫
刻
に
興
味

を
有
し
ニ

ー
ス
市
の
美
術
専
門
学
校
に
入
学
せ
し
が
、
後
此
の
志
望
を
変
じ

農
業
大
学
に
入
り
一
九

0
七
年
工
学
士
と
し
て
同
校
を
卒
業
せ
り
。

卒
業
後
直
ち
に
賓
地
研
究
の
為
め
、
露
西
亜
、
支
那
、
シ
ャ
ム
方
面
に
旅
行

せ
り
。
一
九
一
四
年
東
洋
滞
在
を
打
切
り
欧
洲
大
戦
に
佛
軍
の
一
兵
士
と
し

て
出
征
し
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
の
戦
に
は
下
士
と
し
て
従
軍
し
獨
軍
の
捕
虜
と
な

り
約
一
年
半
獨
逸
に
滞
留
し
後
瑞
西
に
移
り
一
九
一
九
年
佛
蘭
西
に
還
れ

エ
ル
マ
ン

・
デ
ル
ス
ニ
ス
暑
偉

ニ
貢
献
ス
ル
事
業
ノ
為
メ
紗
カ
ラ
ザ
ル
財
カ
ト
勤
労
ト
ヲ
費
シ
タ
ル
ヲ
以
テ

我
隔
ノ
美
術
赦
育
上
二
多
大
ノ
貢
献
ア
ル
コ
ト
ヲ
認
ム
依
テ
斯
ノ
如
キ
貢

献
二
到
シ
テ
隊
家
ガ
之
二
酬
ュ
ル
為
二
相
嘗
ノ
叙
勲
ノ
恩
命
ア
ル
ヲ
至
営
ト

思
惟
ス
ル
ヲ
以
テ
右
執
奏
方
御
執
計
相
成
度
同
人
履
歴
書
井
二
本
年
展
覧
會

ノ
彼
我
役
員
及
出
品
物
目
録
等
相
添
へ

此
段
内
申
候
也

昭
和
三
年

四

月

五

日

東

京

美
術
学
校
長

文
部
大
臣
宛

今
回
は
佛
蘭
西
装
飾
美
術
家
協
會
並
に
佛
閲
西
海
外
展
覧
會
常
任
委
員
の
命

を
受
け
一
九
二
八
年
度
の
佛
闇
西
美
術
展
覧
會
を
東
京
に
於
て
開
催
す
る
事

目
下
上
野
公
園
の
美
術
館
に
於
て
開
會
中
の
右
展
覧
會
は
佛
蘭
西
文
化
交
換

協
會
（
文
部
美
術
省
所
属
）
佛
閑
西
外
務
省
同
文
部
省
同
商
務
省
の
共
同
主

催
の
下
に
組
織
さ
れ
た
る
も
の
な
り

更
に
今
回
は
特
別
陳
列
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
及
文
部
美
術
省
の
希
望
に

よ
り
佛
蘭
西
美
術
を
正
し
く
日
本
へ
紹
介
せ
ん
が
為
め
國
立
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ

ー
ル
美
術
館
所
蔵
の
箱
画
二
十
三
点
を
特
に
貸
出
さ
れ
た
り
右
は
デ
ル
ス

ニ
ス
が
日
本
に
於
て
開
催
せ
る
美
術
展
覧
會
に
到
し
て
佛
闇
西
政
府
が
公
式

に
援
助
を
始
め
た
る
証
左
に
し
て
右
展
覧
會
の
目
的
を
益
々
有
効
な
ら
し
む

る
為
め
な
り

佛
蘭
西
美
術
展
覧
會
状
況
摘
要
録

第
一
回
佛
蘭
西
現
代
美
術
展
覧
會

會
場
農
商
務
省
商
品
陳
列
館

期
日
自
大
正
十
一
年
五
月
一
日
至
同
柑
一
日

入
場
者
数
五
萬
二
千
名
（
概
数
ヲ
欅
グ

第
二
回
佛
蘭
西
現
代
美
術
展
覧
會

會
場
上
野
公
園
竹
之
台
陳
列
館

自
大
正
十
二
年
四
月
三
日
至
同
廿
九
日

入
場
者
穂
数
五
萬
一
千
名

第
三
回
佛
蘭
西
現
代
美
術
展
覧
會

會
場
上
野
公
園
美
術
協
會
列
品
館

期
日

と
な
れ
り

以
下
同
）
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期
日

大
正
十
三
年
自
六
月
一
日
至
同
三
十
日

入
場
者
数
五
萬
四
千
名

第
四
回
佛
閾
西
現
代
美
術
展
覧
會

會
場
期
日

上
野
公
園
日
本
美
術
協
會

大
正
十
四
年
自
九
月
二
日
至
同
二
十
三
日

入
場
者
数
四
萬
五
千
名

第
五
回
佛
蘭
西
現
代
美
術
展
覧
會

會
場
上
野
公
園
日
本
美
術
協
會

期
日
自
大
正
十
五
年
五
月
十
五
日
至
六
月
廿
五
日

入
場
者
数
四
萬
四
千
名

第
六
回
佛
閲
西
現
代
美
術
展
覧
會

會
場
上
野
公
園
東
京
府
美
術
館

昭
和
二
年
自
三
月
一
日
至
四
月
五
日

四
萬
一
千
名

期
日
入
場
者
数

第
七
回
佛
聞
西
美
術
展
覧
會

會
場
上
野
公
園
東
京
府
美
術
館

期
日
昭
和
一
―一
年
自
三
月
廿
三
日
至
五
月
八
日

入
場
者
数
―
―一
萬
七
千
名

右
の
「
外
国
人
叙
勲
内
申
」
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
「
本
年
展
覧
會
ノ
彼
我

役
員
及
出
品
物
目
録
」
は
現
存
し
な
い
。
「
佛
蘭
西
美
術
展
覧
會
状
況
摘
要
録
」

と
「
デ
ル
ス
ニ
ス
氏
寄
附
品
名
及
憤
格
並
解
説
」
（
本
書
に
は
省
略
）
は
日
仏

芸
術
社

(130
頁
に
既
出
）
用
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
校
に
と
っ
て
デ
ル
ス
ニ
ス
は
極
め
て
親
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。
島
村
一
＝
七

雄
は
昭
和
四
年
三
月
に
西
洋
画
科
を
卒
業
し
て
パ
リ
に
留
学
す
る
が
、

「
シ
ベ
リ
ヤ
経
由
巴
里
遊
学
案
内
記
」
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八

巻
第
六
号
）

に
は
デ
ル
ス
ニ
ス
に
同
行
し
て

。ハ
リ
に
到
着
す
る
ま
で
の
模
様
と

バ
リ
遊
学
の
諸
要
件
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
本
校
卒
業
生
の
な
か
に
は
島

村
の
外
に
も
。ハ
リ
で
デ
ル
ス
ニ
ス
の
世
話
に
な
っ
た
人
が
多
く
居
た
に
違
い
な

い
。
ま
た
、
『
日
仏
芸
術
』
第
二
巻
第
十
二
号
（
大
正
十
五
年
六
月
）
に
は
在
外

研
究
出
張
中
の
本
校
教
授
田
辺
孝
次
と
デ
ル
ス
ニ
ス
の
近
信
が
「
巴
里
よ
り
」

と
題
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
田
辺
は
、
デ
ル
ス
ニ
ス
が
日
本
人

の
女
中
に
子
供
の
世
話
を
さ
せ
て
い
る
こ
と
や
、
ル
ク
サ
ン
プ

ー
ル
公
園
の
裏

町
の
デ
ル
ス
ニ
ス
の
事
務
所
の
新
装
が
成
り
、
そ
こ
で
は
義
弟
の
ゼ
ラ
が
主
任

格
で
働
い
て
い
る
こ
と
、
田
辺
は
そ
こ
を
時
々
訪
問
し
、
あ
る
い
は
デ
ル
ス
ニ

ス
の
家
族
と
交
際
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
正
十
二

年
五
月
十
二
日
か
ら
同
十
七
日
ま
で
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
本
校
彫
刻
科
卒
業

生
の
団
体
で
あ
る
東
台
彫
塑
会
の
展
覧
会
に
対
す
る
デ
ル
ス
ニ
ス
の
批
評
が
連

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
校
と
の
交
流
を
示
す
資
料
は
枚
挙
に
退
が
な

い
が
、
デ
ル
ス
ニ
ス
が
破
産
し
て
日
本
で
の
展
覧
会
が
杜
絶
し
た
こ
と
に
よ
り

交
流
も
跡
絶
え
た
。
昭
和
八
年
二
月
二
十
五
日
の
『
時
事
新
報
』
（
他
紙
に
も

ほ
ぽ
同
様
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
に
は
デ
ル
ス
ニ
ス
の
肖
像
写
真
と
と

も
に
次
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

日
佛
交
耀
の
功
努
者
を
救
ふ

落
塊
の
デ
氏
へ
送
金

〇
…
…
美
術
の
都
。ハ
リ
か
ら
歌
洲
大
戦
後
日
本
に
来
朝
し
た
。ハ
リ
の
美
術
商

〔
マ
マ

〕

デ
ル
ス
ニ
ス
氏
は
営
時
日
本
に
十
年
間
も
滞
在
し
そ
の
間
日
本
の
作
品
を
集

彼
の
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め
て

。ハ
リ
で
日
本
美
術
大
展
覧
會
を
開
い
た
り
ま
た
日
本
で
フ
ラ
ン
ス
美
術

の
展
覧
會
を
開
く
等
盛
ん

に
日
佛
美
術
交
騨
に
盛
力
し
日
本
美
術
界
に
功
努

多
か
っ
た
が
、
其
の
後
。ハ
リ
ヘ
蹄
り
消
息
を
絶
つ
て
し
ま
っ
た
の
で
日
本
の

開
係
知
己
等
は
そ
れ
と
な
く
氏
の
安
否
を
さ
ぐ
つ
て
居
た
所
最
近
に
至
り
デ

ル
ス
ニ
ス
氏
が
。ハ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

・
デ

・
ジ
ャ
ソ
通
り
に
見
る
も
哀
れ

な
落
塊
の
生
活
を
送
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
判
っ
た

〇
…
…
そ
こ
で
こ
の
話
を
聞
い
た
友
人
の
正
木
〔
直
彦
〕
美
術
院
長
や
和
田

英
作
聾
伯
等
が
率
先
各
方
面
を
説
い
て
ま
は
り
醸
金
し
得
た
金
が
五
千
―
―一百

―――
十
五
園
と
な
っ
た
の
で
駐
佛
長
岡
大
使
の
手
を
通
じ
本
人
に
偉
逹
方
を
二

十
四
日
外
務
省
に
依
頼
し
て
来
た
の
で
外
務
省
で
は
直
に
そ
の
手
績
を
と
つ

義
捐
金
贈
呈
の
こ
と
は
正
木
直
彦
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
第

三
巻
（
昭
和
四

十
一
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
の
昭
和
八
年
の
部
分
に
も

と
な
り
た
り

二
月
十
四
日

〔中
略
〕
曾
て
余
と
和
田
英
作
氏
連
名
に
て
登
起
し
デ
ル
ス
ニ

ス
氏
の
現
在
の
悲
況
を
悲
て
過
去
の
氏
の
佛
文
化
宣
博
の
功
績
を
追
憶
し

て
贈
物
を
為
さ
ん
と
同
氏
の
奮
知
に
同
章
を
以
て
言
込
み
た
る
に
今
日
其

作
品
日
本
聾
洋
蓋
工
藝
品
等
―
―
―十
幾
黙
之
を
評
債
し
た
る
に
四
千
五
百
園

蓋
原
叉
策
氏
全
部
之
を
買
取
り
更
に
五
百
圃
を
寄
付
せ
ら

れ
た
り

〔下
略
〕

二
月
十
五
日

〔中
略
〕
デ

ル
ス
ニ
ス

に
贈
る
へ
き
金
五
千
圏
を
田
邊
孝
次
に

渡
す

〔下
略
〕

と
あ
る
。
ま
た
、

た

日
記
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
正
木
は

本
学
年
塑
造
部
数
室
配
営
次
ノ
通
リ

大
正
十
二
年
十
一
月
塑
造
部
赦
室
配
常

注
意 四

年
級

第
一
、
第
五
学
年
ハ
合
同
受
持
ト
ス

大
正
十
二
年

学
期

大
正
十
三
年

学
期

大
正
十
四
年

学
期

「
佛
図
古
名
霊
展
覧
會
開
催
の
要
務
を
帯
ひ
て
」
来
日
し
た
デ
ル
ス
ニ
ス
と
幾

度
か
会
っ
た
こ
と
が
判
る
。
前
出
『
巴
里
の
思
出
』
に
よ
れ
ば
、
デ
ル
ス
ニ
ス

は
昭
和
二
十
年
代
に
死
去
し
た
ら
し
い
。

⑧

彫
刻
科
塑
造
部
教
室
制
廃
止

塑
造
部
は
大
正
十
年
に
教
室
制
を
採
用
し
た
が
、
同
十
二
年
十

一
月

に

至

り
、
再
び
学
年
制
採
用
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
授
業
関
係
書
類
」
（
大

正
十
二
年
一
月
＼
昭
和
二
年
十
二
月
、
教
務
掛
作
成
）
に
次
の
記
録
が
あ
る
。

校
長
固
〔
正
木
〕
塑
造
部
数
官
囲
〔
建
畠
〕

書
印

〔朝
倉
、
西
望〕

彫
刻
科
塑
造
部
ノ
敦
室
別
ヲ
止
メ
本
學
年
ョ
リ
學
年
別
ト
シ
テ
授
業
ス
ル
コ

ト
、
定
メ
ラ
レ
可
然
哉
其
受
持
配
営
左
表
ノ
如
シ
（
裏
面
二
記
ス
）

乙
ー
|
丙
ー
|
'
甲
丙

1

ー
甲
ー
ー
乙
甲
ー
_
—
乙
|
|
丙

I

I

 

甲
1

乙
ー
ー
丙
乙
|
|
丙
ー
甲
丙
ー
ー
甲
ー
~
乙

I

I

 

丙
ー
_
甲
ー
乙
甲
—
ー
乙
ー
丙
乙
丙
ー
甲

丙
、
北
村
数
授

甲
、
建
畠
教
授

乙
、
朝
倉
赦
授

伺
大
正
十
二
年
十
一
月
一
日
立
案
回
〔
鈴
JII
〕
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